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１．概要

（一社）日本ガス石油機器工業会では、ガス安全高度化計画２０３０のうち、
消費段階のアクションプランに対する主な取組みを報告する。

具体的な実施項目対 策

□機器設備対策

・安全型ガス機器（Ｓｉセンサーコンロ等の普及）〇安全型機器・設備の更なる
普及拡大

□周知・啓発

・非安全型機器・経年設備の取替えのおすすめ〇家庭用需要家に対する安全意識

の向上のための周知・啓発

・誤使用事故防止に関する啓発

・機器使用時の換気励行のお願い

・(建物塗装養生時等の)注意事項に関する周知・啓発〇関係事業者への安全意識向上の
ための周知・啓発

２．消費段階のアクションプラン
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３．消費段階のアクションプラン ー機器・設備対策ー

主な取組状況アクションプラン

2008年から販売を開始したSiセンサーコンロの出荷台数が
2023年10月末で累計5,000万台を突破した。（累計台数5,020
万台) 
「Siセンサーコンロ」とは、全ての火口 に「調理油過熱防止

装置」、「立消え安全装置」、「消し忘れ消火機能」といっ
た機能を装備することにより、非常に高い安全性と利便性を
実現し、コンロを原因とする火災件数の減少に貢献している。
下記のグラフから分かるようにSiセンサーコンロの普及が進
んでいくにつれて、火災件数については減少していき、2021
年にはピーク時の半数以下となった。

今後も、ガス機器の安全性や利便性の向上に取り組むととも
に一層の普及促進を図り、ガスのあるスマートな暮らしをサ
ポートしていく。

安全型機器・設備の更
なる普及拡大

・安全型ガス機器
（Siセンサーコンロの
普及拡大）
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３．消費段階のアクションプラン ー周知・啓発ー（その１）

主な取組状況アクションプラン

①消費者対象の安全啓発活動として、全国消防を窓口にした
婦人防火クラブ、全国女性団体連絡協議会（旧：全国地域
婦人団体連絡協議会）主催の製品安全セミナーへ全国41会
場に講師を派遣し、誤使用事故防止や安全型ガス機器や安
全性の高いガス栓・接続具への取替えを進めている。

講師派遣先及び会場数（年間）

家庭用需要家に対する
安全意識の向上のため
の周知・啓発
・非安全型機器・経年
設備の取替えのおす

すめ
年間（会場）講師派遣先

31全国女性会 製品安全セミナー

4全国消防 婦人防火クラブ

6全国女性会 防災学習会

41計

会場風景 啓発資料（安全なガス栓と接続具のページ）
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３．消費段階のアクションプラン ー周知・啓発ー（その２）

主な取組状況アクションプラン

②春と秋の全国火災予防運動に合わせ、全国805か所の消防署
等に「ガス燃焼機器には寿命があります」、「ストップガ
スコンロ火災」等のチラシを合計193,000部配布した。

③事故を未然に防止するため経年劣化がはじまる前に点検を
実施するよう「あんしん点検 なるほど読本」を取りまとめ、
ホームページに掲載し、啓発している。

家庭用需要家に対する
安全意識の向上のため
の周知・啓発
・非安全型機器・経年
設備の取替えのおす

すめ
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３．消費段階のアクションプラン ー周知・啓発ー（その３）

主な取組状況アクションプラン

小型湯沸し器やガス暖房機器使用時には換気する。安全なガ
ス機器への取替えのおすすめをホームぺージで啓発

家庭用需要家に対する
安全意識の向上のため
の周知・啓発
・機器使用時の換気

励行のお願い
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３．消費段階のアクションプラン ー周知・啓発ー（その４）

主な取組状況アクションプラン

①屋外設置給湯機の囲い込み禁止に関する注意喚起チラシを
作成し、経済産業省製品安全課の協力を得て住団連、住宅
リフォーム推進協議会、住宅リフォーム・紛争処理支援セ
ンター、全建総連、JBN、BLR、ALIAに会員各社への周知
を依頼した。

②小型湯沸器の有資格者による設置の周知チラシを作成し、
日本DIY・ホームセンター協会、大手家電流通協会に注意
喚起チラシの周知を依頼した。

家庭用需要家に対する
安全意識の向上のため
の周知・啓発
・関係事業者への安全
意識向上のための周
知・啓発


